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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】製造適性に優れるとともに、低コストで生産す
ることのできる自立性の包装袋を提供する。
【解決手段】第三縁部１３の一部に開口部を有し、チャ
ックテープＴと、ガセット部Ｇと、第一縁部１１から開
口部に向かって形成される第三縁部シール部１３Ｓの第
一部分１３Ｓ1と、第二縁部１２から開口部に向かって
形成される第三縁部シール部１３Ｓの第二部分１３Ｓ2
と、第三縁部シール部１３ＳのチャックテープＴとガセ
ット部Ｇの折り返し部ｇの間に突出シール部１３Ｔ1，
１３Ｔ2とが設けられた包装袋を準備する。開口部から
内容物を充填した後、第三縁部シール部１３Ｓの第三部
分１３Ｓ3を形成して密封する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第一縁部と、第一縁部と対向する第二縁部と、第一縁部と第二縁部の間で延
びる第三縁部とを備え、第一縁部側にチャックテープが設けられ、第二縁部側にガセット
部が設けられ、第三縁部に沿って第三縁部シール部が設けられ、チャックテープとガセッ
ト部の折り返し部の間で、第三縁部シール部の内側シールラインに連設し、第三縁部シー
ル部のチャックテープからガセット部に向かって延びる部分よりも収容部側に突き出た突
出シール部が設けられていることを特徴とする包装袋。
【請求項２】
　少なくとも第一縁部と、第一縁部と対向する第二縁部と、第一縁部と第二縁部の間で延
びる第三縁部とを備え、第一縁部側にチャックテープが設けられ、第二縁部側にガセット
部が設けられ、第三縁部に沿って第三縁部シール部が設けられ、チャックテープとガセッ
ト部の折り返し部の間で、第三縁部シール部の内側シールラインに連設し、第三縁部シー
ル部のチャックテープからガセット部に向かって延びる部分よりも収容部側に突き出た突
出シール部が設けられた包装袋の製造方法であって、次の工程からなることを特徴とする
包装袋の製造方法。
（１）第三縁部の一部に開口部を有し、チャックテープと、ガセット部と、第一縁部から
開口部に向かって形成される第三縁部シール部の第一部分と、第二縁部から開口部に向か
って形成される第三縁部シール部の第二部分と、第三縁部シール部のチャックテープとガ
セット部の折り返し部の間に突出シール部とが設けられた包装袋を準備する第一工程。
（２）開口部から内容物を充填した後、第三縁部シール部の第三部分を形成して包装袋を
密封する第二工程。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包装袋の技術分野に属し、詳しくは、チャック付きで自立性のある包装袋に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、自立性のある包装袋（スタンディングパウチ）は、可撓性の積層フィルムから
なる表裏の胴部フィルムの下部に山形に折り曲げた別の底面フィルムを挟み込んで周囲を
ヒートシールして製造するか、あるいは、１枚の積層フィルムにおける底部をＷ状に折り
込んで周囲をヒートシールすることで製造されており、内容物として流動物を充填すると
、底部のガセットが拡開してそれ自体が自立できるようになっている。そして、このよう
な包装袋のうち、上部に開閉可能なチャックを有するものが食品分野などにおいて広く利
用されている。
【０００３】
　このチャックを有する自立性の包装袋は、下辺にはガセット部があるので、上辺にある
チャックを開いてそこから内容物を充填し、その後で上辺に密閉シール部を形成していた
。しかしながら、このやり方では、チャックに内容物が付着する恐れがあるため、最近で
は、袋の側方に開口部を形成しておき、その開口から内容物を充填して閉じるようにした
ものが提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１７７２０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の包装袋（パウチ）は、袋の側方に設けた開口部から内容物を充填す
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るので、製造過程においてチャックに内容物が付着する恐れが低減されるが、充填後の密
閉シールの際に、袋を把持するチャックがシール装置の移動軌跡上に位置しないようにす
るため、袋の側方に設ける開口部を突出した形状としている。このため、原反に対するパ
ウチの面付数が少なくなる結果、無駄が生じてしまい、その分だけコストが上昇する。
【０００６】
　本発明は、このような背景に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、内
容物の充填時にチャックに内容物が付着しないことはもちろん、製造適性に優れるととも
に、低コストで生産することのできる自立性の包装袋を提供し、併せてその製造方法を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る包装袋は、少なくとも第一縁部と、第一縁部と対向する第二縁部と、第一
縁部と第二縁部の間で延びる第三縁部とを備え、第一縁部側にチャックテープが設けられ
、第二縁部側にガセット部が設けられ、第三縁部に沿って第三縁部シール部が設けられ、
チャックテープとガセット部の折り返し部の間で、第三縁部シール部の内側シールライン
に連設し、第三縁部シール部のチャックテープからガセット部に向かって延びる部分より
も収容部側に突き出た突出シール部が設けられていることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明に係る包装袋の製造方法は、少なくとも第一縁部と、第一縁部と対向する
第二縁部と、第一縁部と第二縁部の間で延びる第三縁部とを備え、第一縁部側にチャック
テープが設けられ、第二縁部側にガセット部が設けられ、第三縁部に沿って第三縁部シー
ル部が設けられ、チャックテープとガセット部の折り返し部の間で、第三縁部シール部の
内側シールラインに連設し、第三縁部シール部のチャックテープからガセット部に向かっ
て延びる部分よりも収容部側に突き出た突出シール部が設けられた包装袋の製造方法であ
って、次の工程からなることを特徴とする。
（１）第三縁部の一部に開口部を有し、チャックテープと、ガセット部と、第一縁部から
開口部に向かって形成される第三縁部シール部の第一部分と、第二縁部から開口部に向か
って形成される第三縁部シール部の第二部分と、第三縁部シール部のチャックテープとガ
セット部の折り返し部の間に突出シール部とが設けられた包装袋を準備する第一工程。
（２）開口部から内容物を充填した後、第三縁部シール部の第三部分を形成して包装袋を
密封する第二工程。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、突出シール部を設けることにより、第三縁部側から袋内に内容物を充
填した後、第三縁部シール部の第三部分を形成するときに、シールバーの位置精度に余裕
を持たせることができる。このため、製造適性に優れる。また、第三縁部を直線にするこ
とができるため、原反に対して包装袋の面付数を多くすることができ、包装袋を構成する
包装材料の廃棄量を少なくすることができる。このため、低コストで包装袋を生産するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】密封される前の状態の包装袋を示す正面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面に対応した説明図である。
【図３】密封した状態の包装袋を示す正面図である。
【図４】変形例の包装袋を示す正面図である。
【図５】他の変形例の包装袋を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　次に、本発明の実施形態について図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１２】
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　図１は本発明の包装袋を製造する途中の中間製品の一例を示す正面図、図２は図１のＡ
－Ａ断面に対応した説明図であり、図３は図１の中間製品に内容物を充填して密封した状
態の包装袋を示す正面図である。
【００１３】
　図１に示す包装袋Ｐの中間製品は、第一縁部１１と、第一縁部１１と対向する第二縁部
１２と、第一縁部１１と第二縁部１２の間で延びる第三縁部１３と、第三縁部１３と対向
する第四縁部１４とを備えており、第一縁部１１には第一縁部シール部１１Ｓが形成され
、第二縁部１２には第二縁部シール部１２Ｓが形成され、第三縁部１３には第三縁部シー
ル部１３Ｓが形成され、第四縁部１４には第四縁部シール部１４Ｓが形成されている。ま
た、第一縁部１１側にチャックテープＴとイージーピール部Ｅが平行に並んで設けられ、
第二縁部１２側にガセット部Ｇが設けられている。図１では、チャックテープＴおよびイ
ージーピール部Ｅが第三縁部１３および第四縁部１４と直交し、ガセット部Ｇの折り返し
部ｇと平行に延びる例が示されている。
【００１４】
　チャックテープＴとイージーピール部Ｅは、フィルム製造時、二次加工あるいは製袋時
に表面フィルム１と裏面フィルム２の所定位置に取り付けられる。
【００１５】
　図１の中間製品は、収容部１０に内容物を充填して密封される前の状態の包装袋Ｐであ
り、第三縁部シール部１３Ｓは、第一縁部１１から第二縁部１２に向かって延びる第一部
分１３Ｓ1 と、第二縁部１２から第一縁部１１に向かって延びる第二部分１３Ｓ2 とで構
成され、第一部分１３Ｓ1 と第二部分１３Ｓ2 との間に未シール部である開口部１３ａが
設けられている。
【００１６】
　さらに、この中間製品では、第三縁部シール部１３Ｓの第一部分１３Ｓ1 に、開口部１
３ａに隣接して突出シール部１３Ｔ1 が設けられ、第三縁部シール部１３Ｓの第二部分１
３Ｓ2 に、開口部１３ａに隣接して突出シール部１３Ｔ2 が設けられている。
【００１７】
　第三縁部シール部１３Ｓの第一部分１３Ｓ1 の内側シールラインに連設される突出シー
ル部１３Ｔ1 は、第三縁部シール部１３Ｓの第一部分１３Ｓ1 よりも収容部側に突き出し
、チャックテープＴよりも第二縁部１２側に設けられる。また、第三縁部シール部１３Ｓ
の第二部分１３Ｓ2 の内側シールラインに連設される突出シール部１３Ｔ2 は、第三縁部
シール部１３Ｓの第二部分１３Ｓ2 よりも収容部側に突き出し、ガセット部Ｇの折り返し
部ｇよりも第一縁部１１側に設けられる。突出シール部１３Ｔ1 と突出シール部１３Ｔ2 
は、チャックテープＴまたはガセット部Ｇの折り返し部ｇと略平行に延びるように設けて
もよい。
【００１８】
　突出シール部１３Ｔ1 ，１３Ｔ2 は、角部を有さないこと、つまり、角部が面取り加工
されていることが好ましい。このことにより、角部に起因して破袋することを防止するこ
とができる。例えば、図１に示すように、突出シール部１３Ｔ1 ，１３Ｔ2 は、長方形に
おいて収容部側に位置する角部を丸くした形状にすることができる。この場合、例えば、
角部の半径は２ｍｍにすることができる。あるいは、図示しないが、突出シール部１３Ｔ
1 と突出シール部１３Ｔ2 の第四縁部１４と対向する部分を円弧状にしてもよい。
【００１９】
　図１の中間製品は、充填装置に一枚ずつ供給され、第三縁部１３の開口部１３ａから内
容物が充填された後、第三縁部シール部１３Ｓの第三部分１３Ｓ3 が形成されて、図３に
示すごとく内容物が入った自立性のある包装袋Ｐになる。具体的には、第三縁部１３を上
にした状態で一枚ずつ供給され、充填装置のチャックにより第三縁部１３の第一縁部１１
側と第三縁部１３の第二縁部１２側とが把持されて開口部１３ａが広げられ、その広がっ
た開口部１３ａから内容物が充填され、充填後に開口部１３ａを閉じるようにヒートシー
ルされることで、第三縁部１３に第三縁部シール部１３Ｓの第三部分１３Ｓ3 が形成され
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る。例えば、第三縁部シール部１３Ｓの第三部分１３Ｓ3 の内側シールラインと突出シー
ル部１３Ｔ1 ，１３Ｔ2 の最も第四縁部１４側の箇所との間の距離Ｗは３ｍｍ以上とする
ことができる。
【００２０】
　このとき、第三縁部シール部１３Ｓの第一部分１３Ｓ1 には突出シール部１３Ｔ1 があ
り、第三縁部シール部１３Ｓの第二部分１３Ｓ2 には突出シール部１３Ｔ2 があるので、
シールバーの位置精度に余裕を持たせることができる。すなわち、開口部１３ａのシール
装置に対する位置に多少のずれがあっても、シールバーの両端が突出シール部１３Ｔ1 ，
１３Ｔ2 の範囲内に納まった状態でヒートシールされることになる。したがって、シール
バーの角部によって生じるシール部分が切っ掛けとなって破袋するようなことがない。
【００２１】
　本発明の包装袋は、第一縁部１１から第二縁部１２に亘る第三縁部１３を直線としても
よい。例えば、図１に示すごとく、包装袋Ｐは、第一縁部１１、第二縁部１２、第三縁部
１３、第四縁部１４が全て直線である正方形または長方形とすることができる。また、第
一縁部１１側にチャックテープＴがあるので、場合によっては、第一縁部シール部１１Ｓ
は設けなくてもよい。
【００２２】
　本発明の包装袋は、可撓性のフィルムで構成することができる。フィルムは、例えば、
少なくとも、基材層とシーラント層が積層された積層フィルムとすることができる。さら
に、基材層とシーラント層の間に中間層を設けてもよい。
【００２３】
　基材層としては、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）などのポリエステル系樹脂、
ナイロン（Ｎｙ）などのポリアミド系樹脂、ポリプロピレン（ＰＰ）などを用いることが
できる。また、基材層は延伸していることが好ましく、二軸延伸されていることがより好
ましい。
【００２４】
　シーラント層としては、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）や線状低密度ポリエチレン（
ＬＬＤＰＥ）などのポリエチレン系樹脂、ポリプロピレン（ＰＰ）などを用いることがで
きる。
【００２５】
　中間層としては、水蒸気や酸素などのガスバリア性、遮光性、各種の機械的強度など、
必要とされる性能に応じて、適切なものが選択され得る。例えば、ガスバリア性を付与す
るために、中間層として、アルミニウム箔などの金属層や、酸化珪素などの無機酸化物ま
たはアルミニウムなどの金属または酸化アルミニウムなどの金属酸化物の蒸気層や、エチ
レン－ビニルアルコール共重合体（ＥＶＯＨ）、ポリ塩化ビニリデン樹脂（ＰＶＤＣ）や
、ナイロンＭＸＤ６などの芳香族ポリアミドなどを設けてもよい。また、機械的強度を高
めるために、中間層として、ナイロンやポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）などを設
けてもよい。
【００２６】
　本実施例の包装袋Ｐは、図２に示すように、表面フィルム１と、裏面フィルム２と、折
れ線を介して二つ折りされた中間フィルム３とで構成されている。これらのフィルムには
、外面から、基材層Ｆａとシーラント層Ｆｂが積層されたフィルムが用いられており、表
裏の壁面フィルム１，２の間に二つ折り状態の中間フィルム３を挟み込み、直線状の第一
縁部シール部１１Ｓと舟底形の第二縁部シール部１２Ｓをヒートシールして形成するとと
もに、左右端縁に沿った第三縁部シール部１３Ｓと第四縁部シール部１４Ｓでヒートシー
ルすることで、図１に示す中間製品が製袋されている。
【００２７】
　このように、包装袋Ｐは、例えば、表面フィルム１、裏面フィルム２、中間フィルム３
の三部材で構成することができる。この場合、中間フィルム３は、折り返し部ｇを内側に
して、表面フィルム１と裏面フィルム２の間に位置される。また、包装袋Ｐは表面フィル
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ム１と中間フィルム３と裏面フィルム２が連設された一部材や、表面フィルム１または裏
面フィルム２のどらちかが中間フィルム３と連設された二部材で構成されていてもよい。
包装袋Ｐを一部材または二部材で構成する場合、第二縁部シール部１２Ｓは設けなくても
よい。
【００２８】
　チャックテープＴは、雄型部材２０と雌型部材３０で構成される。雄型部材２０は、基
部２１と、基部に連設される幹部２２と、幹部に連設される頭部２３とで構成され、雌型
部材３０は、基部３１と、基部３１に連設される一対の腕部３２と、各腕部３２に連設さ
れる係止爪部３３とで構成されており、雄型部材２０の頭部２３に対して雌型部材３０の
腕部３２と係止爪部３３とが嵌合するようになっている。チャックテープＴは、図１では
第三縁部１３から第四縁部１４に亘って設けられているが、例えば、第三縁部シール部１
３Ｓから第四縁部シール部１４Ｓに亘って設けるようにしてもよい。
【００２９】
　本発明の包装袋は、第三縁部シール部１３Ｓまたは第四縁部シール部１４Ｓに開封開始
手段を設けてもよい。開封開始手段は、第一縁部１１とチャックテープＴの間に設けるこ
とができる。開封開始手段としては、切欠、切込、傷痕群などとすることができる。なお
、傷痕群とは、フィルムを貫通するように設けられた複数の貫通孔、または、フィルムを
貫通しないように設けられた複数の孔を指す。フィルムを貫通しない場合、穴は、例えば
、基材層のみ貫通し、シーラント層を貫通しないようにすることができる。
【００３０】
　本発明の包装袋は、易開封手段を設けてもよい。例えば、易開封手段は、第三縁部１３
から第四縁部１４に向かって形成することができる。また、易開封手段は、開封開始手段
と連設するように設けることが好ましく、例えば、開封開始手段と連設し、第四縁部１４
に亘って設けるようにしてもよい。例えば、易開封手段として、レーザー加工やカッター
などで形成されたハーフカット線を用いることができる。ハーフカット線は、例えば、基
材層のみ貫通し、シーラント層を貫通しないように設けることができる。
【００３１】
　本発明の包装袋は、チャックテープＴとガセット部Ｇとの間にイージーピール部Ｅを設
けてもよい。イージーピール部Ｅとは、使用者が表面フィルム１と裏面フィルム２を離間
するようにイージーピール部Ｅを設けることにより、収納部１０に充填された内容物がチ
ャックテープＴに接触することを抑制することができる。これによって、チャックテープ
Ｔの封止性能が不十分になってしまうことを抑制することができる。また、使用者が包装
袋を開封するときに使用者の手に内容物が付着してしまうことを抑制することができる。
イージーピール部Ｅは、チャックテープＴと一体化されていてもよい。イージーピール部
Ｅとしては、例えば、基材層４１にシール層４２を積層してなるイージーピールフィルム
４０を用いることができる。イージーピール部Ｅは、図１では第三縁部１３から第四縁部
１４に亘って設けられているが、例えば、第三縁部シール部１３Ｓから第四縁部シール部
１４Ｓに亘って設けるようにしてもよい。
【００３２】
　包装袋Ｐに収容する内容物としては、例えば、調味料などが挙げられる。例えば、使用
者は、チャックテープＴの嵌合を外した後、具材を包装袋Ｐの中に投入し、調味料と混ぜ
合わせて食べることができる。具材と調味料を混ぜた後、加熱調理してもよい。例えば、
使用者は、チャックテープの嵌合を外した後、具材を包装袋Ｐの中に投入し、チャックテ
ープＴを嵌合させた状態で電子レンジを用いて加熱調理することができる。
【００３３】
（変形例）
　図４に図１の包装袋の変形例を示す。この包装袋Ｐは、図示のごとく突出シール部１３
Ｔ1 ，１３Ｔ2 の中にそれぞれ未シール部１５を設け、それらの未シール部１５の中に分
断部１６を設けたものである。
【００３４】
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　未シール部１５は、突出シール部１３Ｔ1 ，１３Ｔ2 から第三縁部シール部１３Ｓに亘
るように設けてもよい。分断部１６は、表面フィルム１と裏面フィルム２を貫通するよう
に設けられる。未シール部１５および分断部１６は、突出シール部１３Ｔ1 ，１３Ｔ2 の
一方にのみに設けるようにしてもよい。分断部１６としては、例えば、切込や孔が挙げら
れる。分断部１６を設けることにより、チャックテープＴを嵌合させた状態で電子レンジ
を用いて加熱調理した場合に、分断部１６を介して蒸気抜けさせることができる。
【００３５】
　別の蒸気抜け手段として、図５に示すように、第三縁部１３から収容部１０に向かって
未シール部１５を設けるようにしてもよい。なお、未シール部１５は、第三縁部シール部
１３Ｓの第一部分１３Ｓ1 および第二部分１３Ｓ2 の内側シールラインよりも収容部１０
側に突出するように設けることが好ましい。なお、第三縁部１３を含むように未シール部
１５を設ける場合、分断部１６を設けなくてもよい。また、本変形例においても、未シー
ル部１５及び分断部１６は、突出シール部１３Ｔ1 ，１３Ｔ2 の一方にのみ設けるように
してもよい。
【００３６】
　なお、蒸気抜け手段を設ける場合、突出シール部１３Ｔ1 ，１３Ｔ2 は、角部を有する
ことが好ましい。このことにより、チャックテープＴを嵌合した状態で電子レンジを用い
て加熱調理したしたときに、角部の頂点からシール後退しやすくすることができるため、
蒸気抜け機能をより発現しやすくすることができる。角部は、包装袋Ｐの中心と対向する
ように設けられることが好ましく、例えば、図４や図５に示すように、突出シール部１３
Ｔ1 ，１３Ｔ2 は、長方形にすることができる。あるいは、図示しないが、突出シール部
１３Ｔ1 ，１３Ｔ2 を三角形や正方形にしてもよい。
【００３７】
　本発明の包装袋は、上記した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸
脱しない範囲において種々の変更が可能であることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　本発明の包装袋は、調味料などの流動体を収納して販売する際に用いるのが好適である
が、粉体、粒状体などを収納する場合にも利用することができる。
【符号の説明】
【００３９】
　１　表面フィルム
　２　裏面フィルム
　３　中間フィルム
　１０　収容部
　１１　第一縁部
　１１Ｓ　第一縁部シール部
　１２　第二縁部
　１２Ｓ　第二縁部シール部
　１３　第三縁部
　１３ａ　開口部
　１３Ｓ　第三縁部シール部
　１３Ｓ1 　第一部分
　１３Ｓ2 　第二部分
　１３Ｓ3 　第三部分
　１３Ｔ1 ，１３Ｔ2 　突出シール部
　１４　第四縁部
　１４Ｓ　第四縁部シール部
　１５　未シール部
　１６　分断部
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　２０　雄型部材
　２１　基部
　２２　幹部
　２３　頭部
　３０　雌型部材
　３１　基部
　３２　腕部
　３３　係止爪部
　４０　イージーピールフィルム
　４１　基材層
　４２　シール層
　Ｐ　包装袋
　Ｔ　チャックテープ
　Ｅ　イージーピール部
　Ｇ　ガセット部
　ｇ　折り返し部
　Ｆａ　基材層
　Ｆｂ　シーラント層

【図１】 【図２】



(9) JP 2017-13863 A 2017.1.19

【図３】 【図４】

【図５】
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